
近年、関節リウマチ（RA）をはじめと
する自己免疫疾患の治療は、生物学的製
剤（バイオ製剤）の登場などで飛躍的に
進歩してきました。しかし、このような
バイオ製剤も根本治療とは言いがたく、
さらなる新規治療が望まれます。また、
早期診断は早期治療を行うための重要な
ツールですが、早期診断のための診断薬
が早急に望まれるところです。弊社は、
根本治療とも言うべき新規治療薬、そし
て早期診断に結びつく新しい診断薬を開
発することで社会貢献することを目指し
ます。
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新しい診断薬、新しい治療薬

バイオロジックメイト （生物学的製剤有効性予測法）
近年、生物学的製剤（バイオ製剤）の登場で関節リウマチ治療は飛躍的進歩しています。し
かし、全てのバイオ製剤が有効ということはなく副作用も多いため前もってどのバイオ製剤
が有効なのかを予測することが重要です。当社では、バイオ製剤投与前にどのバイオ製剤が
有効なのかを血中ADAMTS5遺伝子発現量で予測するコンパニオン診断薬「Biologic 
Mate 」を用いた検査「バイオロジックメイト 」を行っています。

タリンテスト（RA診断・モニタリングキット）
タリンは、リンパ球内の細胞接着領域に発現されるタンパクで、インテグリンを活性化し、
細胞接着や細胞遊走を亢進することが知られています。わたしたちは関節リウマチ（RA）患
者さんの血液中には短いフォームのタリン（ショートタリン）が発現していることを発見
し、このショートタリン発現を応用した新しい関節リウマチ診断薬の開発を行っています。

RA新規治療薬（ショートタリン阻害薬）
ショートタリンは未治療の関節リウマチ患者さんの血液中では高値ですが、治療によって低
下します。そこで、このショートタリンの発現そのものを阻害することで血管外遊走したリ
ンパ球の活性化を抑え、RAを治療することができます。わたしたちは、このショートタリ
ンの発現を抑えることで関節リウマチを治療する薬剤の開発を行っています。

わたしたちは、これまでにない新しい診断薬、治療薬を研究・開発する企業です。わたしたちが
開発した技術で確実にリウマチかどうかがわかります。また、前もってどのバイオ製剤が効くの
かがわかります。そして、これまでにない新規の治療薬を開発します。

BiologicMate
®

受託研究事業

当社所有の各種研究技術（ウェスタンブロット法、サザンブロット法、ノーザンブロット
法、リアルタイムPCR法、RT-PCR法等）を用いて、各研究機関から委託された研究を行っ
ています。
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事業内容 
 関節リウマチなどの自己免疫疾患
 の新規診断キットならびに
 新規治療薬の研究・開発

＜企業理念＞
　　  これまでにない新しい診断法、治療法を開発・

応用していくことで、病の克服を目指します。


